
登使用前に必すこの「取扱説明書Jをお読みください。

取扱説明書
アイ。コンロジユエア肛

IA・JR・2M
このたびは、本商品をお買とヽ上げいただき、

誠にありがとうございます。

本商品を安全に正しくお使いいただくために、

ご使用前に必ずこの「取扱説明碧」をお読みください。

そしてお使いになる方がいつでもご覧になれるよう

大切に保管してください。

〔保証書付 :裏表紙が保証書になっています。1
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本商品は一般的なと家庭でこ利用いただくカセットこんろですも過酷な使い方、特殊なこ使用をされます

と、けがや火災など思わぬ事故の原因となったり、本商品の焼損のおそれがあります。本取扱説明書に

記載されている内容をまもり、正しくと使用ください。

(と使用の前に)

製品を正しくお使いいただくため、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止する

ために、この取虫段説明書および製品への表示では、いういろな織表示をしています。

指の表示と意し本は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

△ 危険
この表示を無視して誤つた取扱をすると、死亡、重傷を負う危険、または人奥の

危険が差し違つて生じることが想定される内容を示しています。

速ゝ 警告
この表示を無視して誤つた取扱をすると、使用者が死亡または重傷を負う可能

性力`想定される場合を表しています。

△ 注意
この表示を無視して誤つた取扱をすると、使用者が傷害を負う可能性が想定

される場合、および物的損害のみの発生が想定される場合を表しています。

△
一般的な危「員・曽告・注意

●
跡す行う

0-般
的な禁止

⑫
火
署
禁止

③
綾触禁止

①
分解禁止

〈絵表示には次のような意味があります)
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1,各部の名称、仕様、特長

■各部の名称

本体銘板

製造年月

しる受け

電極
(火 花が出て点火します)

バーナ

器具せんつまみ

(点火、消火と火力を調節します)

(交毯窯響摩ど奉ぞ絆i謝
型番

|

EIAtt」 Rと2Mの特長
●マグネット着脱式

容器(ボシベ)の 取り付け、取り外しが簡単なマクネット着脱式を採用していますっ

万―、容器 (ボ ンベ)が過熱しても自動的に容器 (ボンベ)が外れ、火が消えて

安全です。(5ペ ージの「使用方法」を参照してください)

●危険防止のための安全装置

[l]圧力感知安全装置
容器 (ボンベ)が過熱され容器内の圧力が異常上昇したときに、自動的に容器 (ボ

ンベ)が外れ、カスの流れが止まり、こんろの火を消す装置です。

C器具せんつまみを「OFFJの位置に戻してください。

② 容器 (ボンベ)を こんろ力1ら 取り外してください。

0「特に注意していただきたいこと」をよく読んで、原因を取り徐いてくださいぅ

④ 新しい容器 (ボンベ)を セットしてください。

[新 しい容器 (ボンベ)がない場合には、外した容器 (ボンベ)を 水で冷やし

てからセットしてくださいっ冷やさ′よいと、再び害器 (ボンベ)が外れ

ることがあります。]

③ 点火してください。もとどおり正常に使えますQ

[2]容器装着安全装置
器具せんつまみがrOFF」 になっていないと、容器(ボンベ)が装着(セ ット)でき
ないようにした安全装置です。

■主な仕様

ごとく

容器 (ボンベ)

切込み凹郡

容器受けガイド凸部

容器カバー

マグネット

(容器(ボンベ)を保持します)

圧力感知安全装置

容器(ボンベ)内圧力を感知し、圧力が異常上昇した場合
自動的に容器(ボンベ)メリうタトれ、火が消えます。

容器受けガイド凸部

圧力感知安全装置  容器装着安全装置

容器キャップ

[アイ・ボンベ]

と表示されているもの

マダネット

1

圧力感知安全装置が作動したときの処置方法

ロボンベ装着時のこ注意
マゲネットの鉄片や鉄l分 が付着するとガス漏れや

容器 (ボ ンベ)が セットできなくなる場合がありま

すc付着したときは、粘着テープを使って取り除

容器 (ボ ンベ)委着時にマクネッHこ 付着物がないか

確認してください。

粘着テーブ

鉄紛、鉄片

も`てくださも`。

アイ'コ ンEジュニア題構 種 名

IA‐」R―を,M型 式

点 大 方 式 圧電点火,う 式

旺力感知安全装置(容器離脱型)

容器装着安全装置
安 全 装 置

255mm(幅 ))(203mm(興行)× 90nlm(高 tL)最 大外 影 寸 法(使 用 状 態)

再顧霞更顧硬覇窯醇 へ

'ぼ

含ます)本 体 重 量

ダタンガス使 用 ガ ス

出 力 (ガ ス 消 費 量) 2.lkW(1 800kc31/h 152日 /h)く気温20～ 25℃ >

約 105分

(最大入力で界l・ 品容器(ポンペ)を全です専ヽナ日した時の実F」値。気渇20ヽ ?5℃ >連 続 燃 焼 時 間

使 用 容 器 [アイ ボンペ]と ている専用容器(ボンペ)

使 用 で き る 鍋 の 大 き さ 鋼の上画の内径が20cいまで(小さい鍋|よ鍋底の直径が1]c衛 以上)

←社)日▲ 質 ス 盾 :日 B桝 竪 工 素 C登 録 昌



2.特に注意していただきたtヽこと

①容器(ポンベ)の過熱禁止について

●ガス漏れに気づいたら、すぐに火を消す
ガスが漏れるとガスのニオイ(く さった玉ねぎのようなニオイ)がします。ブタンガスは空気より重く下

雄な裟縄件(薮譜営瑞麿垂あ亀党気4毛乳巌悸
のl吏用をしないで、すSこ次のた几置

竹
① 直ちに火をとめる。(器具せんつまみを「OF劇 の位置にする)

② 容器 (ボンペ)を外すc

③ 窓や戸を開けて漏れたガスを外に出す。(換 気扇は使用しないでください)

⑫
０

寓

速Ц危険 文災予防、ガス事故防止のために。

速ゝ警 告 次のような使ι坊 は容器 (ボンベ)が過熱し、爆発の原因となりますので絶対にしないでくださt｀ 。

6) 、陶器な1〕 調躍器員の空だきは絶対しない どを使つた焼きイモ器を使用し

本体内に熱がこもり、容器 (ボ ン
ペ)が遇熱して爆発するおそれがあ

ります。

   ①

フ〕他の熱源(電気こんる、魚焼きグリルの耕気口、
電磁調理器、等)の上で、使用や保管をしない

2)轟
穣?じラ隼顎乳

'頂

:マぜ平響駅霧二
手
稲線
｀

き器.等 )は使用しない

本体内に紳がこもり、容器(ボンベ)が過熱して爆発す

るおそれがあります。

小さい鍋をご使用になる際は、鍋
が安定して載っていることを確認

後、ご使用ください。鍋が転倒す
るおそれがあります。

本体内に熱がこもり、容器(ボン
ベ)が遇熱して'爆発するおそれが

制 ます。

  ①

①

本体内に熱がこもり、容器 (ボン
ベ)が過熱して爆発するおそれが

胡 ます。

  ①

間違って電源が入ると容器 (ボ ン

ベ)が過熱され爆発するおそれがあ

ります。

   ①

8)火気の近くでは使用しない

3)こんろを2台以上並べて使用しない

火気からの幅射熱により、容器 (ボ

ンベ)が過熱して爆発するおそれが

あります。

●火気から2m以上離し
て使用してください。 Q

Q

●2台以上並べての使用は非常に危険ですので、絶対に
おやめください。

4)虞の火起こしなどの用還には使用しない

木炭、練炭の火起こしなど炭をの

せての使用は絶対にしないでくだ

さい。幅射熱により、容器 (ボン
ベ)が過熱して爆発するおそれが

制ます。  ①
ラミック付焼網器Ⅲ石板Ⅲ円板、セラミッ
を使用した協肉器や魚腕き器、省エネこと
、省エネリング、咽射熱の強い鯛理器興磐
絶対に使用しない。またアルミホイルなど
、登とくや焼き網等を覆つたりして僅用し
しれ

9)容器(ポンベ)が通熟する場所では使用しない

●夏の砂浜、砂利、アスファルトな

ど日光によって容器 (ボンベ)が過

熱するような場所では使用しないで

ください。
容器 (ボンペ)が過熱して爆発する義．

」
中

鱒 おそれがあt,ます。

セ

ク

く

は

で

な

５

10)カセットこんろの周
の燃料害器(ボンベ

囲に燃えやすいtBのや

'備)を目かない

火災!爆発の原因とな
',ま

す。

Q
輻射熱により本体内に熱がこもり、

容器 (ボンベ)が過熱して爆発す
るおそれが例 ます。

①

11)『しる受けJを舛したままで使用しない

容器(ボンベ)が過熱して爆発するおそれがあ
',ま

す。Q

2



2.特に注意していただきたいこと

②容器(ボンベ)の取扱いについて

③使用禁止場所について

速ゝ 警告 火災や爆発事故などの危険がありますので、次のことを必ずお守t,く ださい。

1)熱気のあたる場所に散置しない

容器(ボ ンベ)は ファンヒーターやオーブン

トースタとなど熱気を発生させる器具の周囲
や、熱気のあたる場所に燃放置しないでく
ださい。熱で容器 (ボ ンベ)内 の圧力が上
がり、爆発の原因になります。

2)容器(ポ ンベ)の 保管場所は大気

や直射日光を避ける

火気や直射日光(室 内や車内の窓際なども
含む)を 選けて容器キャップをはめてから風
通しがよく温気の少ない40℃ 以下の場所
で保管してください。また使用後は容器(ボ

ンベ)を 本商品から取り外し、同様の場所
に保管してください。

a)寄器 (ボンベ)は火中に投じない

容器 (ボンベ)は火中に投じないでください。
火中に投入すると爆発し危険です。

4)完全に使い切つてから臓秦する

0容器 (ボ ンベ)を 振ってサラサラときが
する場合には、まだガスが残っています。
湯を沸かすなどt″ て使い切ってください。

●使用済み容器 (ポ ンベ)|よ、必ず完全に

使い終わってから地域の取り決めに従っ
て分別廃葉し(く ださいo容器(ボンベ)

にガスが残っていますと清掃草の火災な
どのおそれがあります。

Q

①

△ 注意

1)専用容器(ボンベ)を使用する

容器(ボンベ)は、必ず「アイ・ボンベJの表示のある専用容器(ボ

ンペ)を使用してください。他の容器(ボンベ)を使用するとガス

が漏れたり、正常な使用ができない場合があります。

2)取引危険
容器(ボ ンベ)のガスを故意に吸い込まないでください。酸欠
により窒息死する原因となりますc

3)密器(ボンベ)に強い衝撃を与えない

藩下による衝撃などで破損やガス漏れによる引火のおそれがあ
ります。

4)変形のある虫台器(ボンベ)は使用しない
ガス漏れの原因となります。

5)容器(ポンベ)Iホ鋪の無いことを確開して、製造日(缶

底に西層年月日で印字)から7年以内を目安に使い

切つてくだ倉い。

●容器(ボンベ)に表示されている注意事項を、必ずお読みください。

●使用時は容器キャップをはずし、保管のときは容器キャップを押し込んで装着してください。お願い

△ 警告 次のような場所での使用は絶対におこなわないでください。火災や死亡事故の原因とな|,盲 す。

1)狭 い場所や換気の悪い場所では

使用し″よい
テント内や車山など狭い場所では絶対
に使用しないでください。使用中は酸素
を大量に消費するため、酸欠による窒
息死や一酸化炭素中毒死の原因にな
ります。また周囲の可燃物に引火して、
火災のおそれがあります。

2)熱飼のあたる場所では使用しない

過熱により爆発するおそれがあります。

3)不安定″ど場所や横地面が安定して

いない場所では使用し
'ど

い

使用中にこんろをl喚けたり大きく動かすと、炎
が大きくなることがあり、やけどや火災のおそ
れがあ

')ま
す。また、こんろが転倒するおそ

れがあり危険です。足場が安定した水平な

①Q
強い風のところで使用すると、バーナーの

炎がこんろ本体に巻き込み、事故、本体

焼損の原因にな
',ま

す。

場所でご使用ください。

4)強い風のところでは使用しない

速ゝ 注意
1)タタミ、ジュウタンや韓に弱いもの

の上では使用し
'ボ

い

変形や変色する場合があ
''ま

す。

2)こんろの腐部から空気や煙を吸い

込む場所(無爆ロースター付きの

テープル等)では使用し
'よ

い

3)底が砂や小石
'ど

どで埋奮る場所

では使用し
'よ

い

放熱が悪くなり、本体が焼損する場

合があります。

4)闘 の隙き込む場所や風をはい

込む場所では使用し′よい

風により炎が横に流れたり、本体内
に吸い込まれたりして、本体やテーブ
ルをとがすことがあります。

Q

Q

軽糞評⑤

異常燃焼により、本体やテープルをこがすおそれがあり

ます。無煙園―スターは、使用していなくても空気を吸い

込んでいる場合があります。

3



2.特に注意していただきたいこと
④火災事故Ⅲガス事故防止のために

③その他の使用上の注意

ZЦ 警告 火災予防、ガス事故防止のため、次のことをお守りください。

2〕 火を点けた憲富そぽを磁れない
失を点けた球までこんるのそばを離れないてく
ださい。外出や就寝の際は必ず消火を確認

―

してくださいと露B舌 や来密などの場合も、火
を消してください。特に揚物等の調理の際は、
こんろから目を離すことのないよう注意してく
ださい。

ヘアースプレー、ガソリン、灯油など、引火
のおそれのあるものを近くで使用しないでくだ

さい。引火による爆発、火災の原因となります。

4)予備の害器 (ポンベ)や ヘアスプレーを置

かない

こんろを使用中、近くに燃えやすいものや予

備の容器 (ボ ンベ)やヘアスプレーなどを置
かないてください。引火や爆発のおそれがあ

ります。

5)子供だIナで使わせ′Jい

子供だけで使わせたり、幼児の手の届くところで使わな
いでくださとヽ。

6〕 使用後は督器(ポンペ)を取り外す

使用後は火災防止のため、容器 (ボンベ)を必ずこん

ろから1叔 り外してください。セットしたまま保管すると何ら
かの原因でつまみが回った場合、ガス漏れや引火の可

能性があり危険です。

フ)―置で粛火しなかつた場合は引々に注意する

再点火の際は、ガスのニオイがなくなったことを確認し
てから行ってください。溜まったガスがあると引火する危
険があります。

8)協対に散遺・分解は行わない

分解は一酸化炭素中毒死やガス漏れなどの思わぬ事

故や故障・火災の原因にな
',ま

す。

9〕 調理以外に使用しない

過熱や異常燃焼などによる焼損や火災などの危険があ
ります。

10)こんるのパ“ナ“ヘッド付近に顔や手を近づけない

炎によりやけどのおそれがあります。

鶏

Q

●圃
Q

Q
if 宜

Q

⑤

3)引火のおそれのあるものを近くで使用しない

①

Q
Q

1)使用中la嶼気をする
ご使用と同時に換気扇を回すなど換気に十分に注意してください。閉

めきった部屋で使用すると酸欠による窒息死や一酸化中毒死の原因

になります。

△ 注意

2)無垢材、一枚板、ガラス製のテーブル、漆塗り、塗装、
ウレタン系ヨ…卜、合成樹脂材などの熱に弱いテープル
の上でと使用の場合は、テーブルの耐熱温度および取

扱いとの注意を確認のうえ使用の可否をと判断ください。

使用中の本製品の底部はたいへん熱くなつており、テー

ブルの害Jれ、変形、破損、焼損が起きるおそれがあります。

Ｑ

Ｑ

　

①

″

0

Q

ノ

00o「n以上

翻
鱒

4)カーテン
'ど

どが触れる場所や輔え
やすいもの、熱に弱いもののそば
で使用しない

引火による火災のおそれがあります。

5)火のついたまま傾|すたり、移動させない

転倒するとやけどや火災の原因になります。

6)組の下など、蒲下物の危険がある

場所で使用しない

引火や調理器具の転制によるやけ

どのおそれがあります。

1)防焚土必要な距離をとつて設置する

使用の際には家具や壁 (木造建築)

などの可燃物から周囲 15cm以 上離
してご使用ください。こんろ上方と、可

燃性の天丼、朝l、 電気器具などの間
は100cm以 上離してください。

3)こ んろの下に燃えやすいもの、熱に弱い
もの(テープルクロス、ビニールクロス、

新間紙など)を敷いたり、通気の妨げにな
るものを置かないでください。

△注意
1)こんろを衣類の乾燥やスト中プの代わり

に使用し
'よ

い

衣類が落下するなど、火災の原因となります。

2)やけどに注意
使用中および消火直後のこんろは高温になっています。

消火した後もしばらくは器具せんつまみ以外には手を触れ

ないでください。

3)使用時の点火、使用後の消火のほか、使用中も時々

爛協していることをお罹かめください。

4)異常時の処置
万―異常奮、異常臭、赤火など起こした時や緊急の
場合は、あわてず器具せんつまみを「OFF」 1として消火し、
容器(ボンベ)を本体から取り外して本書6ベージの「散
障・異常の見分けかたと処置方法」を参照し、指示に
従ってください。

S〕 と使用の有無にかかわらすヽ、古くなったこれるは、要
盆のためにと健用前に点検(有慣)をおすすめします。
※部品保有期間が過ぎた製品は、修理ができない場合
もあります。

日製品の経年劣化に関すると湛憲
本熙品のガスの機編日にはゴム卸品が使われてい奮すが、ゴム部品は使用の頻Eに力1かわらす年月とともに劣化していきます。

本製品においては、製造後 10年を目要に買い雷えをと検討いただ守奮すようお願い申し上げ輩す。

Q①

Q
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3.使用方法

“

使用場所の確認

使用する場所が、本書3ページの使用禁上場所に該当しないこと、および本書2ページ、4ベージの危険、警告や注意の事項
を守つている状態であることを確認してください。

■香器(ボンベ)の取り付け
下記の手順に従つて容器(ボンベ)の 取り付けをおこなってください。誤った手l贋

で取り付けをおこなうと、予期しない危険が考えらイlま すので、こ注意ください。

1)容器カバーを開けてください。

2)器具せんつまみを「OFFよ の方向 へ止まるまで回してください。

3)マグネット1こ 異物が付着していないか確認してください。

4)容器 (ボンベ)の容器キャップを外してください。

5)容器 (ボンベ)の切込み凹部を容器受けガイド凸部に合わせ

ます。そして、下図のイラストのよう1こ容器 (ボンベ)の頭近

くに手を添えて、そのまま水平にスライドさせ、完全にマゲネッ
卜に密着するまで押しつけて装着します。   容

■晉使用前に下目この注鷲事項をよくお読み
ください

速ゝ 讐告
●使用前には必ず、ナ,ス 漏れの確認、
点火・消火動作に異常のない事の確
認をしてからご使用ください。

●故障または破捜したものと思われるものは絶対に使用
しないでください。

速ゝ 警告 ●容器(ボンベ)を 確実に装着しないと、
ガスが漏れて火災の原因となります。

△注意・諄湾a捕麓静 1説券
スが出て危険です。ご注意ください。

●使い始めのときや、容器(ポシベ)の温度が低いとき
には点火し1こ くい場合があります。注意しながら数回、
点火操作を繰

',返
してください

※点火ミスにより繰り返し点火操作をした場合、「ボッ|

という音がして少し炎が上がる場合があります。点火
操作を行う場合は、顔や手をバーナーに近づけない
でください。

●点火したときに、バーナーより炎が離れて黙焼してい
るときがありますが、異常で|よ ありません。2～ 3分間、
器具せんつまみを少しや交って使用してください。

△注意●
紹務セI喜畿く懸tえ

やすく

△ 注意
●容器 (ボンベ)を 取り外した後も、こん
るの配管に1よ少量のガスが残っていま
す。危険再方上のため、もう一度点火し
て残っているガスを燃焼させてください。

■しる受けの取り外し方 。取り付け方
※しる受けを取リタ|す時は、こんろが冷えてからおこなっ
てください。

(1)取り外し方   (2)取り付tサ方

ON

OFF

切込み
凹都

OFF

OFF

OFF

●
ド

凸

容器受|サ ガイド凸部
マダネットと容器(ボンベ)の間にすきま
がないように確実に取り付けてください。

6)容器 (ポ ンベ)を装着しましたら容器カバーをFれ じてくださいぅ

■使用方法

lH点火する

0器具せんつまみを点火方向に「カチッ」と音のするまで回し、点火したこと
を確認してください。点火しない場合tよ 、器具せんつまみをすぐに「OFF」

位置まで戻し、繰返し点火してください。

※点火ミスにより繰り返し点火操作をした場合、「ボッ」とい

う音がして少し炎が上がる場合があります。点火操作をお
こなう場合は、顔や手をバーナーに近づけないでください。 ON

※R蕎 入して初めてお使いの場合、電極の付近の炎が赤く
なりますが、異常ではありません。数回使用されるとお
さまりま1‐。

2.火力を調整する

0つまみを「ON」 方向に回すと火力を強く、「OFF」 方向に回
すと弱くすることができます。とる火にする場合は必ず炎を
確認してください。とる火の場合、炎が見えにくくなります。

3t消洸する

0器具せんつまみを「OFF」 方向に止まるまで戻し、消火して
ください。

4.使用後の確翻

ON

●使用後は、完全に火が消えたことを確認してください。

※消火直後1ま本体・容器(ボンベ)とも熱くなっていますので、しばらく
たってから必ず容器(ボンベ)を取り外してください。

※容器(ボンベ)を取り外さないと、器具の故障やガスが漏れるおそれがあ十)ます。

S.奮器(ポンベ)を取り舛す

0容器カバーを開け、容器(ボンベ)を持って取り付ける時と逆の方向に、
少し力を入れて水平にスライドさせてマクネットから取り外します。

●取り外した容器(ボンベ)に 1よみ
ずキャップをして保管してくださtヽ。

●容器(ボンベ)を取t,外してから容
器カバーを開じてください。

ON

しる受けのごとくを
上方向に持ちあ
げると取リタトすこ
とができます。

1)しる受
みの

んろ本体の矢
印書8分 に合わ
せます。

2)反 対側を矢印
方向に本体ヘ
はめこむようにし
て取り付けます。

約にた

△注意●
鞠 尋盤躍;Fk甥縣凝
働よ 容器(ボンベ)が装歳できません。

△ 注意※
●容器 (ボ ンベ)の叡り付t,(装 着
力)が 重い場合には、容器 (ボ

ンベ)の 先端 (右 囲0)に 植物
,由を薄く塗ってください。 §

黎逸解

→
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5.アフターサービス
■サ…ビス(修狸、点検)を依頼される前に
①6ページの「故障・異常の見分けかたと処督に方法」「このようなときは故障 (異常)で ,ど あ

')ま
せん」の項をみてもう一度ご確認ください。

②正しいご使用にもかかわらず、万一故障した場合は、お買い上げの販売店、または茎社ま

でお問い合わせください。

■保証について
①本商品に1よ「保証書」がついています。保証書はお買い上げの販売店で発行しておt)ます

ので、お買い上げ日、販売店名、扱者FRが記入されていることを確認して、お受け取りく

ださぃ。所定事J貫 の記入がないと無効となt,ますので、記入がないときはお買い上げの

販売店に申し出てください。

②万一、故障した場合は、保証書の記載内容により、保証期間内は無償修理いたしますので、

大切に保管して9鉢い。

③保証書t環己載されている無償修理規定以外は有償にな
',ま

す。

アフターサービスをお申しつ

け0とをは、潔0ことをお知ら

せくだ古い。

●醐 、聴 、お幡

●商品名、型式名(本体銘板のもの〕

●不具合内容(できるだlナ群しく)

0こ郵購入日

■補修用性能部品の保有期間について
本商品の中甫修用性能部品 (製品の機能を維持するために必要な部品)は製造打ち切

'ジ

後、5年間保有しています。

★保証書をご提示の上、アフターサービスをお申し込みください。

保証書

取扱販売店 住所 電話番号
本書は、本書記載内容で無l賞 修理を行うことをお約束するものです。

お買上げの日から上記期間中故障が発生した場合は、本書をど提示の上、

お買上げの販売店に修理をご依頼ください。

`少

フイ・翠珀ネットワーク旅ぶ会社
(無償修理規定)

1 取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従った正常

な使用状態で故障した場合に1よ 、無償修理数します。
2 保証期間内に故障して無償修理を受ける場合には、商

品と本書をご持参ご提出の上、お買い上げ販売唐 (修

理申出先)に依頼してください。
3 ご贈答品等で本保証書に記入してあるる買い上げ販売

店に修理がご依頼できない場合には、下記のアイ シス

テムネットワーク株式会社へど相談くださいc

4 保証期間内でも次の場合には有償修理になります。

(イ )使用上の誤り及び不当な修理や改造による故障汲
び損傷

(口 )お 買い上げ後の落下等による故障及び損傷

(ハ )火災、地震、水審、落雷、その他天災地変、公害
による故障及び損傷

(二 )一 般家庭潟以外 (例 えば、業務用の長時間使用、

車輛、船舶への搭載など)に使用された場合の被

障及び損傷

フイ・ンステムネットワエク株ま会社
〒105‐0003東京都港区西新橋3‐2卜 8

TEL 03‐ 5405‐ 5643

(本 )保証書の提示がない場合

(へ )保証善にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の

記入のない場合、或いは字旬を書き替えられた場合
5 保証書は日本国内においてのみ有効です。
6 保証審は再発行致しませんので紛失しないよう大切に保

管してください。

修理メモ

※この保証書は本書に明示した期F口弓、条件のもとにおい

て無償修理をお約束するものです。従ってこの保証書に

よってお客様の法律上の権利を制限するものではありま
せん。保証期間経過後の修理等についてご不明の場合
は、お買い上げの販売店または下記のアイ・システムネッ
トワーク株式会社にお間い合せください。

お名前型 名 IA‐ JR・ 2M 製造番号

本
　
体

保
証
期
間

ご住所

お電話 ( )

韓
年 月月

げ日

圏日～□ E]日
まで

:A・」R‐ EユM

19,04


